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論文内容の要旨
〔目的〕
子宮内膜癌における銀好性細胞には形態学的に消化管に見られるものと類似のもの( 1 型細胞)と
細胞質全体ないし先端部に銀好性頼粒を有し，普通の内膜癌細胞と同じ形態を示すもの (II型細胞)の
2 種類が知られている。このうち， 1 型細胞には amine や peptide hormones を産生するものも知られ
ており，神経内分泌性格がかなり解明されているが， II型細胞の神経内分泌性格については必ずしも明
らかで、なかった。本研究では銀好性 I 型および E型細胞を有する子宮内膜癌について，神経内分泌マー
カーとされる Chromogranin (C G N) , Serotonin (S E R) , Leu - 7 および Neuron Specific Enolase 
(NSE) の局在を免疫組織学的に検討し銀好性細胞の本態解明を目的とした。
〔方法〕
子宮内膜癌について Grimelius 染色を施し，銀好性細胞を有することの証明された40例を対照とした。
即ち， 1 型細胞を有するもの10例， II型細胞を有するもの20例および両細胞を有する混合型10例である。
これら腫療のホルマリン固定，パラフィン切片について免疫組織学的に細胞局在を検討した。銀好性細
胞と最も密接な関係にある CGNについては， diastase 消化前後の Grimelius 染色性との比較検討を行
い， Grimelius 染色性と CGNの反応性に相違がみられた場合は，さらに隣接切片について glycogen や
mucm 等の検索のために， PAS染色， alcian blue 染色等を施行した。
〔結果〕
CGNは純粋型でも混合型でも全ての症例において I 型細胞では銀好性細胞に一致して陽性所見が得
られているが， II型細胞ではCGN陽性症例は純粋型20例中13例，混合型10例中 6 例であり，その局在
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は銀好性頼粒に一致するが一般に銀好性頼粒よりもやや少ない傾向にある。 SER は I 型細胞に一致し
て陽性所見が得られるが，銀好性細胞よりも少ないことが多いo n型細胞に一致した陽性所見は全く得
られていない。 Leu- 7 は純粋型で 9 例混合型で 5 例に陽性細胞がみられ， NSE は純粋型で15例，
混合型で 6 例に陽性所見が得られているが，いずれも多くは銀好性頼粒とは無関係であるO
CGN反応性と diastase 消化 Grimelius 染色性との関係については， 1 型細胞ではすべて diastase
消化前後の Grimelius 染色性に変化はみられず， CGN反応性もこれらに一致して陽性であるO しかし，
E型細胞では， diastase 消化後 Grimelius 染色性は，純粋型で 2 例に，混合型で 3 例に陰性所見を呈す
るが，これらはいずれも CGN反応性は陰性である。逆に diastase 消化で Grimelius 染色性に変化の
認められなかった純粋型15例中， CGN反応性は 4 例で陰性であり，混合型では 7 例中， 1 例で陰性で
ある O これら CGN反応性を示さない diastase 抵抗性 Grimelius 染色陽性所見の一部は mucmの局在
と一致している。
〔総括〕
CGNは catecholamine 貯蔵小胞の可溶性蛋白で catecholamine の貯蔵・分泌と密接な関係にある特
異な内分泌マーカーであるが子宮内膜癌 I 型細胞についてはCGN反応性と銀好性頼粒とは全面的に
一致してをり， 1 型細胞が神経内分泌性格を有するという従来の概念を支持している。 n 型細胞では，
CGN反応性の陽性のものと陰性のものが認められ， CGN陽性症例の反応性が銀好性頼粒と一致する
点では I 型細胞と同様であり 神経内分泌性格を示しているものと思われるo CGN陰性症例の中には
diastase 消化によって Grimelius 染色の陰性化するものと不変のものがあり，陰性化するものは glyco­
gen に基づく非特異的銀好性染色を示すものと考えられ，不変のものは少なくとも一部は mucm と類似
の局在を示すことから mucin に基づく非特異的染色を示すものと恩われる。 SER は多くの症例で I
型細胞に一致して陽性所見が得られているがその数は銀好性頼粒に比して少数である。 Leu- 7 と N
SE は，多くは Grimelius 染色性と一致せず，子宮内膜癌における神経内分泌性格の同定にあまり有用
であるとは考えられない。
結論として，本研究結果から子宮内膜癌における銀好性 I 型細胞の神経内分泌性格が確認され， n型
細胞についても CGNがしばしば陽性所見を呈し，少なくともこれら陽性細胞は I 型細胞と同じく神経
内分泌性格を有するものと考えられるo
論文の審査結果の要旨
子宮内膜癌における銀好性細胞には， 1 型細胞と E型細胞の 2 種類の亜型が存在し，このうち I 型細
胞については，アミンやへプタイドホルモンを産生するものも知られており，神経内分泌性格がかなり
解明されているが， n型細胞の神経内分泌性格については必ずしも明らかでなかった。
本研究では， 4 種類の神経内分泌マーカーを用いてその局在を免疫組織学的に検討した結果，特にカ
テコールアミンの貯蔵・分泌と密接な関係を有するクロモグラニンが多くの E型細胞で陽性であったこ
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とから，少なくとも E型細胞の一部のものは I 型細胞と同じく神経内分泌性格を有することを解明した。
本論文は，子宮内膜癌細胞の性格の一端を明らかにしたものであり，学位論文に値すると考えるo
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